
ＪＲ東海のリニア・鉄道館を視察見学しました（１） 

 8月 10日は名古屋市に入り、

ＪＲ東海のリニア・鉄道館に直

行しました。名古屋駅より名古

屋臨海鉄道あおなみ線（第 3セ

クター）で終点の金城ふ頭駅に

あるリニア・鉄道館に入りまし

た。 

 

 この日は、夏休みの土曜日と

あって、開館時間前には大勢

の親子連れが並びました。意

外だったのは、この電車で来る

人より、車で来て駐車場方向か

ら来る人の方が多い感じがした

ことです。おそらく、中京圏では

公共路線電車より、自家用車

の利用が多いためなのでしょう。 

 

  このリニア・鉄道館と他の鉄

道施設との大きな違いは、ＪＲ各社の中でＪＲ東海がリニア車両の実用化実験を唯一

続け、その運用化を決定しています。リニア（先頭）車両の実物とその原理の詳しい

解説を目的にした展示スペースがあることは、世界的にも珍しい展示内容の施設と

思います。 

 

  施設は、入場してすぐ吹き抜けになっており、多数の電車や蒸気機関車が並べら

れていましたが、最初に照明を落とした部屋に並べられた、蒸気機関車（Ｃ６２形式）、

東海道新幹線試験電車（３００Ｘ）、超電導リニア新幹線車両（ＭＬＸ01-1）の姿は圧巻

でした。C62は日本最大最速の蒸気機関車で、３００Ｘは新幹線方式の高速システム

を追求したもので、ＭＬＸ01-1は言うまでもなくリニア中央新幹線開通を目指した試験

車両です。一般の鉄道ファ ンは、その他、多数の並べられた記念的機関車や客車に

も興味があるでしょう。後方には、記録映像が映されていました。（なお、リニア新幹線

車両の詳細は後で記述します） 

 

http://blog.livedoor.jp/expert1/archives/52060601.html


 会場内にある様々な鉄道の原理や、機関車、電車、軌道、台車、ＡＴＳ、通信機能、

その他の機器の展示は尽きない興味を引くものでした。 

 

  そうした展示の中で、

私が面白いと感じた展

示では、線路のレール

交換を機能的に行うシ

ステムの模型や、旧来

の鉄道のパンタグラフと、

新幹線のパンタグラフ

の相違を表していた模

型がありました。パンタ

グラフは送電線とこすり

あって電流を取り込む装置のため、どちらも摩耗するものだとのことで、送電線を一

直線にはせず、わざとジグザグにしているそうです。送電線の摩耗を減らすのが目的

だとのことでした。送電線の交換は電車（機関車）が走行していない時間にしかできず、

一方、パンタグラフの交換は整備工場で頻繁にすることができるとのことでした。 

 

 東京・名古屋・大阪間の鉄道ジオラマが壮大でした。縦が 33ｍ、奥行き８ｍもあり、

24時間の昼夜の生活空間が見て取ることができ、多数の人形が並んでいました。電

車の中にも人影を見ることができました。夜間の工事状況や、救急車が出動する様も

ありました。鉄道にそれ

ほど興味がない人にも、

壮大ながら細やかな動

きを示すもので、一見の

価値があります。 

 

 シュミレータでは、抽

選で新幹線Ｎ７００の運

転席にもつけるようにな

っており、在来線シュミ

レータでは運転や車掌体験もできるようにされていますが、それらを体験する機会は

持てませんでした。 

 

  なお、施設内で食事を取る場合、厳密な食堂はなく、多数の休憩用のイスを並べ

た空間があり、そこでは販売ブースの多種類の駅弁を買い、それを食べるようになっ



ていました。皆がそろって楽しく食事を取れるのも、鉄道施設の特徴なのでしょう。関

連して、最近では新幹線に食堂車が備わっていないとのことでした！ そう言えば、以

前に東京～福岡間を乗車した際、食堂車がありましたが、現在は無くなっていること

に気が付きませんでした。(続く） 
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